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棚田博士も張り切っています！

蓑口（水の取り込み口）も作りました→

石部棚田プロジェクト

昔ながらのお米づくり体験 2012

復田チャレンジ レポート

石
部
棚
田
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
一
弾

『
復
田
チ
ャ
レ
ン
ジ
』
を
開
催
！

　
駿
河
湾
を
一
望
で
き
、
晴
れ
た
日
に
は
富
士
山
を

見
る
こ
と
も
で
き
る
西
伊
豆
松
崎
町
の「
石
部
棚
田
」

で
、
年
間
を
通
し
た
「
昔
な
が
ら
の
お
米
作
り
体

験
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
は
、
石
部
棚
田
の
保
全
活
動
が
10
年
の
歳
月
を
経

て
、
保
存
会
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
問
題
な
ど

で
、
毎
年
1
0
0
組
を
超
え
る
棚
田
オ
ー
ナ
ー
の

受
け
入
れ
が
困
難
に
な
っ
て
来
た
状
況
を
受
け
て
、

2
0
1
0
年
か
ら
数
名
の
メ
ン
バ
ー
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
作
業
や
保
全
活
動
の
情
報
発
信
サ
ポ
ー
ト
な
ど
で

現
地
へ
入
り
、
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
準
備
を
し
て

き
ま
し
た
。
今
年
か
ら
始
ま
っ
た「
体
験
コ
ー
ス
」は
、

石
部
棚
田
の
伝
統
的
な
田
ん
ぼ
作
り
を
再
現
、
継

承
す
る
た
め
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
棚
田
ネ
ッ
ト
と
保

存
会
が
共
同
で
維
持
管
理
を
し
て
い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
。
第
一
弾
は
、
3
㌃
、
8
枚
の
放
棄
田
の
復
田
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
！

ヨ
イ
シ
ョ
！
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1：まずは草を刈っていきます／ 2：鍬とスコップ、耕耘機で掘り起こし／ 3：畦を作っていきます／ 4：最後に畦を叩いて固めます。だいぶ田んぼらしくなりました！

復田前はこんな状態→

総
勢
30
人
が
、

棚
田
に
命
を
吹
き
込
む

　

3
月
3
日
、
例
年
よ
り
少
し
遅

い
春
の
兆
し
が
や
っ
と
見
え
始
め
た

伊
豆
半
島
。
空
は
薄
曇
り
で
、
時
お

り
日
が
差
し
ま
す
が
、
棚
田
は
駿

河
湾
か
ら
吹
き
上
げ
る
海
風
が
冷

た
く
、
温
か
い
伊
豆
の
イ
メ
ー
ジ
か

ら
薄
着
で
来
て
し
ま
っ
た
参
加
者
は

「
寒
い
、
寒
い
」
を
連
発
し
て
い
ま

し
た
。

　

棚
田
ネ
ッ
ト
の
会
員
、
石
部
棚
田

の
オ
ー
ナ
ー
、
静
岡
県
や
松
崎
町
の

職
員
な
ど
、
総
勢
30
名
が
集
ま
り
、

今
回
の
指
導
役
の
リ
ー
ダ
ー
、
棚
田

番
長
こ
と
「
や
っ
さ
ん
」
の
説
明
を

聞
い
て
、
い
ざ
作
業
ス
タ
ー
ト
。

　

ま
ず
は
、
棚
田
の
雑
草
を
鎌
や
草

刈
機
で
刈
り
、
鍬
や
耕
耘
機
で
土
を

掘
り
返
し
ま
す
。
参
加
者
は
初
め
て

の
機
械
に
も
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
。
み
る
み
る
う
ち
に
棚
田
に
命
が

吹
き
こ
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
回
の
一
番
大
切
な
作

業
、
畦
の
形
成
に
入
り
ま
す
。
鍬
や

ス
コ
ッ
プ
で
棚
田
の
周
囲
を
斜
め
に

切
り
な
が
ら
、
土
を
の
せ
て
叩
い
て

固
め
て
い
き
ま
す
。
こ
の
高
さ
と
角

度
が
ポ
イ
ン
ト
。
次
回
の
作
業
で
あ

る
「
畦
付
け
」
で
、
代
掻
き
し
た
泥

を
塗
る
際
に
、
上
手
く
泥
が
の
る
か

ど
う
か
が
こ
れ
で
決
ま
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
作
業

で
で
き
る
畦
が
、
今
年
一
年
の
稲
の

成
長
を
守
る
棚
田
の
保
水
力
を
高
め

る
大
切
な
土
台
な
の
で
す
。
や
っ
さ

ん
に
「
一
年
稲
を
守
っ
て
く
れ
る
よ

う
に
、
思
い
を
込
め
て
叩
け
！
」
と

叱
咤
激
励
さ
れ
な
が
ら
、
参
加
者
は

黙
々
と
作
業
に
熱
中
し
ま
す
。

　

気
が
つ
け
ば
、
体
も
ぽ
か
ぽ
か
。

１
回
の
休
憩
を
挟
ん
だ
3
時
間
半

程
の
作
業
で
、
8
枚
の
棚
田
は
棚
田

ら
し
い
形
を
取
り
戻
し
、
1
日
目
の

作
業
は
完
了
し
ま
し
た
。

　

今
回
驚
い
た
こ
と
は
、
参
加
者
の

熱
意
で
す
。
休
憩
中
も
ス
タ
ー
ト

ゲ
ー
ト
に
入
る
競
走
馬
の
よ
う
に
、

立
っ
た
ま
ま
作
業
開
始
を
今
か
今
か

と
待
つ
姿
に
は
、
と
て
も
頼
も
し
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

昔ながらのお米づくり体験 2012 復田チャレンジ レポート

復
田
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2
日
に
わ
た
っ
た
復
田
チ
ャ
レ
ン

ジ
は
、
無
事
に
予
定
の
作
業
を
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昔ながらのお米づくり体験 2012 復田チャレンジ レポート

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
伝
統
技
術
を

継
承
す
る

　

2
日
目
は
、
今
回
の
目
玉
で
あ

る
「
蓑
口
」
を
地
元
の
お
母
さ
ん
に

設
置
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
蓑

口
」
と
は
、
石
部
棚
田
に
伝
統
的
に

伝
わ
る
藁
で
作
っ
た
取
水
口
で
す
。

石
部
で
は
上
の
田
か
ら
下
の
田
へ
水

が
流
れ
ま
す
（
田
越
し
灌
漑
）。
現

在
、
他
の
田
ん
ぼ
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
パ
イ
プ
で
代
用
し
て
い
ま
す

蓑
口
づ
く
りが

、
水
の
落
ち
る
落
差
か
ら
、
ど

う
し
て
も
棚
田
を
傷
つ
け
て
し
ま
い

ま
す
。「
蓑
口
」
は
、
藁
が
ク
ッ
シ
ョ

ン
と
な
り
、
水
の
量
に
よ
っ
て
自
然

に
開
い
た
り
狭
ま
っ
た
り
し
て
、
落

ち
る
水
を
調
整
す
る
棚
田
の
知
恵

の
結
晶
で
す
。
今
や
失
わ
れ
つ
つ
あ

る
そ
ん
な
伝
統
技
術
を
継
承
す
る

こ
と
も
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
の
大
き

な
目
的
。
8
枚
の
棚
田
そ
れ
ぞ
れ

に
、
見
事
な
「
蓑
口
」
が
蘇
っ
た
姿

は
感
動
的
で
し
た
。

動画で復田の様子が見られます！（棚田ネットワークプロジェクトページ）

→http://www.tanada.or.jp/tanadanetwork/project/ishibu_pj/

後日、なんとお猿さんが、蓑
口を壊してしまいました！ 籾殻
が残っているのを見つけて引っ
張ってしまったようです…。

み
の
　 

く
ち

1：まずはわらを束ねて／ 2：段々に重ねていきます／ 3：
上の田んぼまで段が届いたら、先端を整えます／ 4；水の
入る取り込み口を土で固めて完成！

昔ながらの
お米づくり体験！

西伊豆松崎町の石部棚田で

2012
石部棚田「昔ながらのお米づくり体験！」は、今後もお米づ
くりの作業を順次行っていきます。駿河湾を見下ろす美しい
石部の棚田で作業体験をしてみたい方、募集中です！

■今後の作業予定
　畦付け	 4	/	28（土）・29（日）
　田植え	 5	/	19（土）・20（日）
　草取り	 7 月・8月予定
　稲刈り	 10 月予定　

⇒お申し込みは
　棚田ネットワーク事務局
　（03-5386-4001）または
　Webサイトからどうぞ！
　www.tanada.or.jp
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蓑
口
完
成
！





　

能
登
は
、
輪
島
の
白
米
千
枚
田
を
筆
頭

に
、多
く
の
棚
田
が
存
在
し
て
い
ま
す
が
、

過
疎
高
齢
化
に
よ
る
里
山
の
荒
廃
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
く
つ
か
の

棚
田
集
落
で
は
、
金
沢
市
等
の
都
市
住
民

と
の
交
流
に
よ
る
集
落
の
活
性
化
に
着

手
。
し
か
し
、
小
さ
な
集
落
個
々
の
活
動

で
は
限
界
が
あ
る
た
め
、
広
域
的
か
つ
持

続
的
な
活
動
を
目
指
し
て
、金
沢
大
学「
能

登
里
山
マ
イ
ス
タ
ー
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

※
注
の
受
講
者
が
連
携
し
て
、
2
0
1
1

年
8
月
に
「
奥
能
登
棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

協
議
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

協
議
会
は
、
珠
洲
市
若
山
町
の
洲
巻
集

落
及
び
吉
ヶ
池
集
落
、
輪
島
市
町
野
町
金

蔵
集
落
の
３
地
区
で
構
成
。主
な
活
動
は
、

交
流
を
通
じ
た
棚
田
の
保
全
・
維
持
と
、

棚
田
米
等
の
地
域
産
品
の
販
売
で
す
。
米

農
家
み
ず
か
ら
都
市
部
に
足
を
運
ん
で
の

販
売
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
に
消
費
者
を
迎

え
入
れ
て
、
消
費
者
と
の
つ
な
が
り
を
深

め
な
が
ら
棚
田
の
保
全
・
維
持
・
発
展
に

つ
な
が
る
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
初
年
度
は
、
な
ぜ
棚
田
維
持
・
保

全
が
必
要
な
の
か
、
そ
れ
に
む
け
た
課
題

な
ど
を
あ
ら
た
め
て
考
え
、
見
つ
め
な
お

す
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
石
川

県
で
開
催
さ
れ
た
「
国
連
生
物
多
様
性
の

10
年
国
際
キ
ッ
ク
オ
フ
・
イ
ベ
ン
ト
」
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
専
門
家
の
講

演
・
意
見
を
聞
き
、
棚
田
だ
け
で
は
な
く

里
山
里
海
保
全
と
い
う
広
い
視
野
を
得
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
生
物
多
様
性
の
維
持
・

里
山
里
海
保
全
の
意
義
か
ら
石
川
県
が
認

定
す
る
「
持
続
性
の
高
い
農
業
生
産
方
式

の
導
入
（
エ
コ
農
業
者
認
定
）」
の
取
得

に
向
け
て
、
勉
強
会
を
開
催
。
棚
田
で
の

米
づ
く
り
は
平
地
に
比
べ
て
重
労
働
で
す

が
、
2
0
1
2
年
度
産
の
お
米
か
ら
は
よ

り
環
境
に
や
さ
し
い
農
法
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、〝
棚
田
の
お
米
は
お
い
し
い
〟

と
い
わ
れ
ま
す
が
、
本
当
な
の
か
？　

専

門
家
の
話
を
き
き
、
成
分
検
査
を
実
施
。

科
学
的
に
も
実
証
さ
れ
た
こ
と
で
、
自
信

を
も
っ
て
消
費
者
に
お
伝
え
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ま
ず
は
私
た
ち
農
家
自

地
域
の
連
携
と
サ
ポ
ー
タ
ー
の
協
力
で
故
郷
を
守
る

	 棚田集落の風景　洲巻（上）、金蔵（左下）、吉ヶ池のはざ立ての様子（右下）

石
川
県
輪
島
市
町
野
町
金
蔵
、珠
洲
市
若
山
町
洲
巻
・
吉
ヶ
池
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る
吉
ヶ
池
で
は
、
棚
田
米
が
お
い
し
い
秘

密
は
こ
の
神
社
に
由
来
す
る
の
で
は
な
い

か
と
、「
棚
田
神
社
ミ
ス
テ
リ
ツ
ア
ー
」

と
銘
打
っ
て
、
雪
の
集
落
約
3
㌔
の
散
策

を
企
画
。
金
蔵
と
洲
巻
集
落
で
は
奥
能
登

の
農
耕
儀
礼
「
あ
え
の
こ
と
」
を
、
お
客

様
に
初
め
て
公
開
。
米
づ
く
り
に
対
す
る

私
た
ち
農
家
の
想
い
や
伝
統
を
、
少
し
お

伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
、
環
境
に
配
慮
し
た
米
づ
く
り

は
も
ち
ろ
ん
、
よ
り
安
全
で
安
心
な
生
産

体
制
確
立
の
た
め
、
J
ー
G
A
P
を
取

得
し
、「
奥
能
登
棚
田
米
」
の
し
っ
か
り

と
し
た
基
準
を
作
り
た
い
。
田
植
え
、
草

刈
り
、
稲
刈
り
と
い
っ
た
交
流
イ
ベ
ン
ト

を
通
し
て
私
た
ち
の
集
落
の
フ
ァ
ン
を
増

や
し
て
い
き
た
い
。
棚
田
や
里
山
保
全
に

関
心
の
あ
る
企
業
・
個
人
・
団
体
を
募
っ

て
棚
田
サ
ポ
ー
ト
基
金
（
仮
称
）
を
設
立

し
、
棚
田
の
担
い
手
育
成
支
援
を
し
て
い

き
た
い
。
や
り
た
い
こ
と
は
山
積
み
で
す

が
、
私
た
ち
協
議
会
・
農
家
・
サ
ポ
ー
タ
ー

の
三
者
が
協
力
し
あ
う
こ
と
で
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
げ
、
持
続
的
な
棚
田
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

2
0
1
1
年
6
月
に
、「
能
登
の
里
山

里
海
」
が
世
界
農
業
遺
産 

に
認
定
さ
れ
、

能
登
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

チ
ャ
ン
ス
を
い
か
し
、
愛
す
る
故
郷
の
未

来
を
開
拓
す
る
た
め
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

 

奥
能
登
棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

事
務
局
　
田
畑
行
輝

協議会でつくった棚田米パッケージ

左：棚田神社ミステリーツアーの様子／中：「棚田米食べ比べ会」で３集落の米を食味鑑定
右：「棚田」と名がつく、吉ヶ池の「石上棚田神社」

身
が
学
び
、
目
標
を
共
有
で
き
ま
し
た
。

そ
の
学
び
の
実
践
と
し
て
、
い
く
つ
か
の

活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

集
落
に
実
際
お
客
様
に
き
て
い
た
だ
く

交
流
会
は
、
農
家
・
お
客
様
双
方
に
大
好

評
で
し
た
。
金
蔵
で
実
施
し
た
「
第
1
回

棚
田
米
食
べ
比
べ
会
」
は
協
議
会
発
足
後

は
じ
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
。
私
た
ち
農
家
は

み
な
緊
張
の
面
持
ち
で
の
ス
タ
ー
ト
で
し

た
が
、
お
い
し
お
米
と
地
元
料
理
の
力
な

の
か
、
会
が
終
了
す
る
頃
に
は
す
っ
か
り

打
ち
解
け
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。「
ま

だ
ま
だ
お
い
し
い
お
米
作
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
お
客
様
の
言
葉
を
き
い
た
農
家
さ

ん
は
、「
棚
田
で
の
米
づ
く
り
に
活
力
が

わ
い
た
」
と
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
全
国

的
に
も
珍
し
い
「
石
神
棚
田
神
社
」
を
祀

■棚田へのアクセス
【公共交通】�北陸鉄道の能登方面特急バス（珠洲特

急線）ですずなり館前下車。そこからタ
クシー利用（約25分）

【自�動�車】���能登空港から珠洲道路（Ｒ57）をとおり、
珠洲市内（飯田）からＲ249で若山町へ
向かう。若山駐在所の角を左折、Ｒ40
沿いに吉ヶ池と洲巻集落がある。金蔵
集落はR57の途中で左折してR277へ

■ お問い合わせ
奥能登棚田ネットワーク協議会
珠洲市若山町吉ヶ池15-121
okunototanada@gmail.com（事務局：田畑）
●ホームページ
里山里海アクティビティ
（能登を元気にするプロジェクトのサイト。奥能登
棚田ネットワークの情報も発信しています）
http://cr.lib.kanazawa-u.ac.jp/activity/

※注	 詳細は、金沢大学「里山里海プロジェクト」総合サイトをご覧ください。
	 http://www.adm.kanazawa-u.ac.jp/satoyama/
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❖ 棚田の企画会議室 ❖

みなさんのアイデアが
棚田ネットワークを創る！

　「棚田はこうしたら守れるのでは？」「棚田でこんな
ことができないか？」「棚田ネットワークはこんなこと
をすべきなのでは？」そんな提案を今まで会員の方か
らもらっても、それを検討したり、企画化したりする
場所が棚田ネットワークにはありませんでした。
　そこで今年から、数名の会員が集まり、自主的に「棚
田の企画会議室」をつくりました。この会議室は、思
いついたアイデアを出し合って、みんなで楽しく検討
しながら、うまく企画として成り立てば理事会に提案
するといった気軽なサークル的集まり。もちろん、会
議の後は、飲．み．会．．．。ってそっちが目的では（笑）
といった感じです。すでに 2 月と 3 月に開催して、
こんな企画が集まりました。
 

●  棚田予報…全国の棚田の過去 10 年の放棄率の調
査と今後 10 年の放棄率をデータ予測する。

●  復田推進基金…全国の復田プロジェクトを登録紹介
し、寄付を募り、分配する。

●  棚田不動産…全国の棚田オーナー制度と提携し、
棚田ネットワークが窓口として紹介斡旋する。

その他、棚田句会や棚田カレンダー、プリペイドカー
ドによる寄付の受付などなど。
　開催は基本的に第 3 土曜日の 4 時頃から。会員の
方なら誰でも参加できます。何かアイデアや思い付
きがある方、ないけどなんか面白そうと思う方、ぜひ
ぜひご連絡ください！ メーリングリストで情報交換しま
しょう！

■	連絡先：棚田の企画会議室係／担当：高桑　takakuwa@tanada.or.jp
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韓
国
の
行
政
単
位
は
、
道
が
日
本
の

都
道
府
県
、
市
と
郡
は
日
本
と
同
じ
、

面
は
町
村
、
里
は
集
落
に
当
た
る
。
慶

尚
南
道
は
朝
鮮
半
島
の
南
東
端
、
釜
山
・

大
邸
・
ウ
ル
サ
ン
の
3
広
域
市
を
か
か

え
る
、
韓
国
で
も
ソ
ウ
ル
の
後
背
地
京

畿
道
に
次
ぐ
重
要
な
道
で
あ
る
。
南
海

郡
は
、
慶
尚
南
道
の
南
西
端
に
位
置
し
、

本
土
と
は
1
9
7
3
年
架
橋
の
南
海
大

橋
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
る
が
、
島
と

し
て
独
立
し
て
い
る
。
南
面
は
南
海
島

の
南
西
端
に
あ
る
村
、
そ
の
最
南
端
に

あ
る
の
が
棚
田
の
あ
る
加
川
里
（
カ

チ
ョ
ン
マ
ー
ル
）、
対
馬
海
峡
に
臨
む

集
落
で
あ
る
。

　
2
0
0
9
年
8
月
、
加
川
を
再
度

訪
ね
た
。
最
初
は
2
0
0
6
年
6
月

棚
田
学
会
の
現
地
見
学
会
、
今
回
は

2
0
0
8
年
度
の
全
国
棚
田
サ
ミ
ッ
ト

に
来
日
し
た
加
川
の
人
た
ち
に
招
待
さ

れ
た
長
崎
県
雲
仙
市
の
農
家
の
人
た
ち

に
同
行
し
て
の
再
訪
で
あ
る
。
福
岡
に

集
合
し
た
一
向
は
釜
山
の
金
海
空
港
へ

飛
び
、
出
迎
え
た
韓
国
農
村
経
済
研
究

院
の
金
教
授
と
合
流
、
南
海
郡
提
供
の

バ
ス
に
乗
り
加
川
へ
向
か
う
。

9

韓
国
随
一 

南
海
島
の
棚
田
　
　

慶
尚
南
道
南
海
郡
南
面
加
川
里

�中
なかしま

島�峰
みねひろ

広（棚田博士）
早稲田大学名誉教授。学術博士。ＮＰＯ
法人棚田ネットワーク代表。棚田学会会
長。 全国棚田 ( 千枚田 ) 連絡協議会理
事、棚田サミット開催地選定委員会委員
長。1933 年宮崎県生まれ。早稲田大
学教育学部地歴科卒。2004 年まで早
稲田大学教育学部教授。著書に『日本
の棚田—保全への取組み』『百選の棚
田を歩く』『続・百選の棚田を歩く』( 以
上、古今書院 )。現在、百選外の棚田に
ついての執筆準備のため全国行脚中。

自
然
豊
か
な
土
地
で
の

農
漁
業
と
観
光
で
生
き
る
島

　

南
海
郡
は
、
ロ
ー
マ
字
の
Ｈ
に
似
た

形
を
し
た
南
北
40
㌔
、
東
西
20
㌔
の
島
。

標
高
3
0
0
〜
5
0
0
㍍
の
丘
陵
性
山

地
と
小
河
川
が
つ
く
る
沖
積
地
か
ら
な

り
、
最
高
所
は
望
雲
山
の
7
8
6
㍍
、
海

岸
は
多
島
海
に
面
し
て
い
る
。
そ
の
風

光
明
媚
な
景
観
と
ニ
ン
ニ
ク
の
特
産
地

で
あ
る
こ
と
か
ら「
宝
の
島
」
と
も
よ
ば

れ
て
い
る
。
島
内
で
は
比
較
的
勾
配
の

ゆ
る
い
棚
田
と
そ
の
水
源
に
な
る
溜
池

が
随
所
に
み
ら
れ
、
水
田
が
主
要
な
地

位
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
島

の
中
央
部
に
あ
る
ニ
ン
ニ
ク
博
物
館
を

併
設
す
る
南
海
郡
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

に
立
ち
寄
り
、
係
長
の
李
さ
ん
か
ら
南

海
郡
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

南
海
郡
は
人
口
が
約
5
万
人
、
9
つ

の
面
と
2
2
1
の
里
が
あ
り
、
自
然
豊

か
な
土
地
で
の
農
漁
業
と
観
光
で
生
き

る
島
だ
と
い
う
。
島
に
は
工
業
団
地
が

一
つ
も
な
く
、
こ
の
た
め
、
架
橋
前
に

は
13
・
5
万
人
だ
っ
た
人
口
が
半
分
以

下
に
減
り
、
高
齢
化
率
は
28
％
と
の
こ

と
。
耕
地
は
7
0
0
0
㌶
、
そ
の
う
ち

の
4
0
0
0
㌶
が
水
田
、
3
0
0
0
㌶

が
畑
。
農
産
物
は
水
稲
、
ニ
ン
ニ
ク
、

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
ユ
ズ
、
肉
牛
な
ど
。

主
要
農
産
物
の
ニ
ン
ニ
ク
は
生
産
量
の

20
％
は
畑
、
80
％
は
水
田
裏
作
に
よ
り
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栽
培
。
ニ
ン
ニ
ク
は
、
水
田
裏
作
で
は

連
作
が
可
能
に
な
り
、
10
㌃
の
粗
収
入

は
水
稲
の
約
2
倍
に
当
た
る
41
万
ウ
ォ

ン（
3
万
2
8
0
0
円 

※
注
1 

）
に
な
る

そ
う
だ
。

　

夕
方
、
加
川
に
到
着
。
里
長
の
李
暢
男

さ
ん（
60
歳
）の
出
迎
え
を
う
け
、
早
速

棚
田
を
案
内
し
て
も
ら
っ
た
。
棚
田
は
、

朝
鮮
海
峡
に
臨
む
傾
斜
4
分
の
1
か
ら

5
分
の
1
の
斜
面
を
占
め
て
い
る
。
背

後
の
山
が
標
高
4
7
2
㍍
、
そ
の
中
腹

の
標
高
2
0
0
㍍
辺
り
か
ら
海
岸
に
近

い
20
㍍
の
辺
り
ま
で
棚
田
に
な
っ
て
お

り
、
な
か
ほ
ど
の
60
〜
1
2
0
㍍
に
集

落
が
立
地
し
て
い
る
。
急
斜
面
に
拓
か

れ
た
棚
田
が
海
岸
近
く
に
ま
で
迫
る
風

景
は
、
日
本
で
も
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い

景
観
。
こ
の
景
観
が
加
川
の
棚
田
を
韓

国
一
に
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
蜜
柑

色
や
露
草
色
、
墨
色
な
ど
の
屋
根
を
い

た
だ
く
民
家
は
中
央
部
の
浅
い
谷
沿
い

に
集
ま
り
、
そ
れ
を
取
り
囲
む
よ
う
に

棚
田
が
広
が
っ
て
い
る
。
面
積
42
㌶
の

う
ち
耕
作
さ
れ
て
い
る
の
は
お
よ
そ
半

分
の
23
㌶
。
枚
数
6
8
0
枚
、
1
0
8

段
の
棚
田
が
あ
る
と
い
う
が
、
水
田
と

し
て
利
用
し
て
い
る
の
は
さ
ら
に
そ
の

半
分
ほ
ど
。
畑
と
し
て
利
用
し
て
い
る

棚
田
が
か
な
り
み
ら
れ
る
。
一
枚
当
た

り
の
平
均
面
積
3
・
4
㌃
、
段
高
平
均

1
・
7
㍍
。
実
際
に
は
3
〜
4
㌃
の
広
さ

で
、
石
積
み
の
法
面
の
高
さ
が
1
〜
2

㍍
の
棚
田
が
多
い
。
石
積
み
は
、
一
部

平
積
み
に
な
っ
て
い
る
が
乱
れ
て
い
る

も
の
が
多
か
っ
た
。

課
題
は
多
い
が
克
服
す
る

自
信
も
あ
る

　

集
会
所
に
戻
る
と
、
開
発
委
員
長
の

金
学
奉
さ
ん（
64
歳
）を
は
じ
め
と
す
る

集
落
の
役
員
が
集
ま
り
、
炊
事
場
で
は

わ
れ
わ
れ
を
も
て
な
す
た
め
奥
さ
ん
た

ち
が
料
理
を
つ
く
っ
て
い
た
。
里
長
の

李
さ
ん
は
7
枚
40
㌃
の
棚
田
、
金
さ
ん

は
15
枚
、
70
㌃
の
棚
田
を
所
有
、
と
も

に
2
毛
作
に
よ
り
水
稲
と
ニ
ン
ニ
ク
を

栽
培
す
る
専
業
農
家
で
あ
る
。
李
さ
ん

の
説
明
に
よ
れ
ば
、
加
川
は
戸
数
66
戸
、

人
口
1
5
4
名
と
い
う
か
ら
1
戸
当
た

り
2
・
3
名
、
若
い
人
を
見
か
け
な
か
っ

た
の
で
高
齢
者
夫
婦
だ
け
の
世
帯
が
多

い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
海
に
面
し
な
が

ら
港
が
な
い
の
で
、
農
業
に
依
存
す
る

生
活
で
、
国
に
よ
る
活
性
化
事
業
が
行

わ
れ
る
ま
で
は
1
戸
当
た
り
の
年
収
が

2
0
0
万
ウ
ォ
ン（
16
万
円
）に
す
ぎ
な

い
貧
し
い
村
だ
っ
た
そ
う
だ
。

　

国
は
加
川
を
韓
国
随
一
の
景
観
を
誇

る
棚
田
の
あ
る
集
落
と
位
置
づ
け
、
こ
れ

を
観
光
資
源
と
し
て
活
用
す
る
事
業
の

展
開
を
進
め
た
の
で
あ
る
。
農
家
に
負

担
を
求
め
ず
、
回
遊
道
路
や
駐
車
場
の

建
設
、
民
宿
の
シ
ャ
ワ
ー
つ
き
ト
イ
レ
・

キ
ッ
チ
ン
・
客
間
な
ど
の
改
修
に
5
年

間
で
26
億
ウ
ォ
ン
（
約
2
億
円
）
を
投

下
し
た
。
農
家
民
宿
は
27
戸
、
1
戸
当

た
り
13
〜
14
名
を
収
容
、
全
体
で
3
7
0

名
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
訪

問
団
も
民
宿
に
分
宿
し
た
が
、
シ
ャ
ワ
ー

の
つ
い
た
ト
イ
レ
は
水
洗
、
キ
ッ
チ
ン

は
ス
テ
ン
レ
ス
、
客
間
は
オ
ン
ド
ル
部

屋
に
な
っ
て
お
り
、
簡
単
な
ド
レ
ッ
サ
ー

と
冷
蔵
庫
、
テ
レ
ビ
な
ど
が
備
え
つ
け
ら

れ
て
い
た
。
民
家
全
体
が
清
潔
で
あ
り
、

国
内
の
観
光
客
に
は
十
分
な
施
設
だ
と

思
っ
た
。
さ
ら
に
、
2
0
0
5
年
に
は

文
化
庁
が
棚
田
を
名
勝
に
指
定
、
知
名

度
が
上
が
る
と
と
も
に
、
案
内
板
の
設

置
や
四
阿
の
建
設
な
ど
各
種
の
施
策
が

展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と

で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
事
業
の
結
果
、
来
訪
者
は

2
0
0
2
年
は
年
間
2
千
名
に
す
ぎ
な

か
っ
た
も
の
が
、
2
0
0
8
年
に
は
1

日
平
均
6
3
0
名
、
年
間
23
万
名
に
急

増
。
宿
泊
者
も
年
間
3
万
5
千
名
を
数

え
る
そ
う
だ
。

　

棚
田
自
体
を
活
用
し
た
取
り
組
み

と
し
て
は
、
金
教
授
の
指
導
に
よ
り

2
0
0
6
年
か
ら
始
ま
っ
た
棚
田
ト
ラ

ス
ト
制
度
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
全
国
か

1：急傾斜の棚田が海
岸近くまで迫る／ 2：
畑として利用されてい
るものも多い／ 3：日
本で言えば鬼瓦だが、
ここには「福」の字

せんがまち棚田倶楽
部のホームページ

1

2

3
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ら
会
員
を
募
り
、
会
費
5
万
ウ
ォ
ン
で

棚
田
保
全
に
協
力
す
れ
ば
、
特
典
と
し

て
米
5
㌔
、
ニ
ン
ニ
ク
5
㌔
の
ほ
か
野

菜
類
が
届
け
ら
れ
る
と
い
う
仕
組
み
で

あ
る
。
農
家
は
こ
れ
ら
農
産
物
を
提
供

す
る
か
わ
り
に
1
口
4
万
ウ
ォ
ン
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
残
り
1
万
ウ
ォ

ン
は
集
落
で
留
保
さ
れ
、
活
動
費
に
あ

て
ら
れ
て
い
る
そ
う
だ
。
2
0
0
8
年

の
口
数
は
7
0
0
口
、
2
0
1
0
年
に
は

2
千
口
に
し
た
い
と
意
気
盛
ん
で
あ
っ

た
。
こ
う
し
た
事
業
や
取
り
組
み
に
よ

り
、
農
家
の
収
入
は
2
0
0
2
年
当
時

の
2
0
0
万
ウ
ォ
ン
か
ら
2
0
0
8
年

に
は
10
倍
の
2
千
万
ウ
ォ
ン
（
1
6
0
万

円
）
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

里
長
の
李
さ
ん
は
、
一
連
の
事
業
や
取

り
組
み
に
よ
り
、
住
民
の
棚
田
を
見
る

目
が
変
わ
っ
た
と
仰
し
ゃ
る
。
以
前
は

苦
労
す
る
ば
か
り
で
役
に
立
た
な
い
も

の
と
考
え
て
い
た
が
、
最
近
は
棚
田
を

活
用
す
る
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
た
と
え
ば
、
水
田
や
ニ
ン
ニ
ク
畑
で

の
農
業
体
験
に
な
る
作
業
を
考
え
た
り
、

一
番
小
さ
い
棚
田
を
探
す
棚
田
ツ
ア
ー
、

廃
校
を
利
用
し
て
室
内
で
行
う
ワ
ラ
細

工
体
験
な
ど
を
企
画
し
た
り
す
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
。
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増

や
す
た
め
の
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

る
こ
と
や
耕
作
放
棄
地
の
再
利
用
な
ど

課
題
は
多
い
が
、
そ
れ
を
克
服
す
る
自

信
が
あ
り
、
加
川
里
の
未
来
が
明
る
い

こ
と
を
確
信
し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

棚
田
は
観
光
資
源
、明
確
な
目
標

を
も
つ
施
策
が
展
開

　

私
は
、
加
川
が
こ
の
3
年
間
に
大
き
な

発
展
を
と
げ
、
多
く
の
来
訪
者
や
宿
泊
者

を
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
。
日

本
に
は
加
川
よ
り
優
れ
た
景
観
の
棚
田
が

た
く
さ
ん
あ
る
の
に
、
年
間
の
来
訪
者
は

多
く
て
も
数
万
人
止
ま
り
。
日
本
を
代
表

す
る
活
発
な
取
り
組
み
で
知
ら
れ
る
鴨
川

市
大
山
千
枚
田
で
さ
え
、
2
0
0
8
年
度

の
来
訪
者
は
1
万
9
7
9
2
人
に
し
か
す

釜山・金海国際空港から南海高速道と一般道 
利用、車で約３時間

ぎ
な
い
。
こ
れ
は
、
国
や
行
政
の
施
策
の

違
い
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
韓
国

で
は
棚
田
を
観
光
資
源
と
し
て
位
置
づ

け
、
他
の
観
光
施
設
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
の
連
携
に
よ
り
、
来
訪
者
の
増
加
を
図

る
と
い
う
明
確
な
目
標
を
も
っ
て
施
策
が

展
開
さ
れ
て
い
る
。	

加
川
里
の
棚
田
の
み

を
目
指
し
て
観
光
客
が
訪
れ
る
の
で
は
な

く
、
周
辺
地
域
の
施
設
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
に
魅
力
を
感
じ
て
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

※
注
1						

1
0
0
0
ウ
ォ
ン
を
約
78
円
で
換
算
。

以
下
同
様

　南海郡は島内16の里に各種施設の建設や農漁業体
験プログラムを立上げ、観光スポットとしての拠点づくり
を行っている。そのなかの３か所を訪ねてみた。
　第一は南海郡の中心市街地近くにある郡営の南海
国際仮面公演芸術村。廃校になった校舎を国から80％
の補助金をえて全面的に改修、洒落たホールといった
空間がつくられている。ここに日本の能面など世界の各
種マスクが展示され、夏、冬には仮面劇が演じられる。
年間来客数100万人。
　第二は島の東部にある個人が経営する日の出芸術
村。同じように廃校を利用。かつての教室毎に工芸作
品や陶芸作品、全国の作家から寄せられた絵画などの
芸術作品などが展示・販売され、作品をつくる体験教
室も開かれていた。年間来客数35万人。
　第三は新興里が行っている漁業体験プログラム。戸
数106戸で組合をつくり、20隻の体験船を持っている。
入込客年間１万2000人とのこと。われわれも刺網による
コハダ漁を体験した。小型動力船の夫婦船、３回網を
入れ夫婦で操船しながら網を上げる。船から上がると
捕れた魚を早速捌いて刺身や天ぷらにして食べさせて
くれる。波静かな内湾での漁で、船上の爽快な気分を
味わい、漁への期待もあり結構楽しめた。
　このような施設や体験プログラムが周辺地域にあり、
これらと連携して加川里の棚田は存在する。

南海島の棚田へのアクセス
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著
者
は
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
の
中
島
峰
広
氏
。
同
氏

は
棚
田
学
会
の
会
長
、
N
P
O
法
人
棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
代
表
を
務
め
る
な
ど
棚
田
界
の
重
鎮
。
本
書
は
同
氏
に

よ
る
既
刊
「
日
本
の
棚
田
」「
百
選
の
棚
田
を
歩
く
」「
続
・

百
選
の
棚
田
を
歩
く
」
に
続
く
姉
妹
篇
で
あ
る
。

　

本
書
で
は
鶴
岡
市
・
暮
坪
の
棚
田
に
始
ま
り
順
に
南
へ
、

最
後
は
鹿
児
島
市
の
八
重
の
棚
田
ま
で
四
〇
地
域
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
棚
田
の
景
観
は
も
ち
ろ
ん
、
棚
田
に

至
る
道
筋
も
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
電
車
・
バ
ス

を
利
用
し
た
徒
歩
中
心
が
著
者
の
主
な
訪
問
経
路
だ
。
こ

れ
は
途
中
の
情
景
や
地
域
の
人
々
と
の
出
会
い
を
大
切
に

す
る
た
め
で
、
五
年
の
歳
月
と
〝
足
〟
で
執
筆
し
た
力
作

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

棚
田
を
取
り
巻
く
環
境
、
と
く
に
棚
田
集
落
の
保
存
会
、

耕
作
者
、
後
継
者
な
ど
『
人
々
の
営
み
』
に
焦
点
が
当
て
ら

れ
て
い
る
。
棚
田
を
後
世
に
残
し
た
い
と
い
う
著
者
の
強
い

想
い
の
表
れ
と
も
見
え
る
。
文
中
に
は
百
二
十
枚
も
の
写
真

が
使
わ
れ
、
そ
の
多
く
が
守
り
人
の
姿
で
あ
る
こ
と
に
驚
か

さ
れ
る
。
こ
の
人
物
写
真
は
棚
田
地
域
と
著
者
の
永
年
の
交

友
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。
棚
田
紀
行
に
加
え
人
間
ド
ラ

マ
再
現
の
エ
ッ
セ
イ
は
読
者
を
引
き
付
け
る
も
の
が
あ
る
。

中島峰広�著

¥3200＋税
古今書院
2012年3月

棚
田 

そ
の
守
り
人

棚
田
博
士
の
新
刊
が
出
ま
し
た
！

特別編

〜中島峰広 著 既刊図書〜
『日本の棚田』～保全への取り組み～ 定価3,675円� 古今書院� 1999年
『百選の棚田を歩く』 定価2,310円� 古今書院� 2004年
『続・百選の棚田を歩く』 定価2,625円� 古今書院� 2006年
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　4月上旬、東京では桜が満開となりましたが、北関東地方の春は遅く、茂
木ではまだ蕾が固く一輪も咲いておりませんでした。だが、岩の作棚田では、
オオイヌノフグリが土手を明るい紫色に染め、タネツケバナが風に揺れてい
ました。すぐ近くの霊峰・鎌倉山の麓では、「春の妖精」と呼ばれるカタクリ

やアズマイチゲなどが可憐な花を見せ、春本番
はすぐそこまで来ています。
　今年の体験田植えは、5月12日（土）です。
地元集落での苗作りも順調に進んでいます。昨
年、皆で行った実験の結果から、１粒の種モミ
が秋には1000粒の米になることを確認しまし
た。今年も、知的な遊びを企画中です。棚田で
５月の爽やかな風を頬に受けながら、春爛漫の
一日を過ごしましょう。	 （安井	一臣）

　早春の棚田といえば、ヤマアカガエルの産卵です。坂折棚田全域でヤマア
カガエルの卵塊を探す企画である、棚田ビオトーププロジェクト岐阜恵那「第
５回かえるの卵を探そう！」が、３月24日(土)10時から15時まで開催され
ました。参加者は年々減少し３名。しかし、ヤマアカガエルの卵塊は徐々に
増加傾向（と思われる）、この日は14ヶ所、53卵塊を見つけました。ひとつ
の卵塊に1,000～ 1,900個の卵があるので、平均1,500個として79,500
のヤマアカガエルの卵が坂折棚田にあります。もちろん、すべて大人（成体）
にはなりません。「食う・食われる」の関係ですね。４月、ソメイヨシノが咲
くころになったら、新たに産み落とされた卵塊もあるため再調査をしたいと
思っています。
　なお、棚田ビオトープの田植えを５月29日(火)10時から予定しております。
ぜひ、ご参加下さい。	 （相田	明）

田植えを待つ岩ノ作棚田

「第５回かえるの卵を探そう！」
開催しました

左：アズマイチゲ／右：オオイヌノフグリ

Project Report
プロジェクトレポート

　昨年4 〜 5月に、丸の内さえずり館で開催した企画展示「棚田は守るべきなのか？」で、
体験コーナーとして実施した田植え体験「ポット苗」。会場周辺はオフィス街のため、お
昼休みに立ち寄るサラリーマンやOLさんも多く大好評！ 収益金は東日本大震災の義捐金
として寄付することができました。ちなみに、私が持って帰った苗は順調に育ち、秋には
立派にお米ができました！（食べるほどはありませんが…）
　今年も、この「ポット苗」をやりたい！棚田ネットスタッフの中でそんな声もあがり、現在どこでやるか場所を選定中！
エコ系・農業系のイベント、マーケットなど出展できる可能性のあるところを探しています。決定しましたらホームペー
ジでご案内をしますので、チェックしてくださいね！ （久野 大輔）

昨年企画展示で好評だった『ポット苗』、今年もやります！
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編
集
部
か
ら

　
『
棚
田
に
吹
く
風
』
が
Ｂ
５
版

の
現
行
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
て
３

年
目
。
以
前
は
Ａ
４
版
横
書
き

で
、
会
の
活
動
報
告
や
会
員
紹

介
が
中
心
で
し
た
が
、
５
年
前

か
ら
Ａ
４
版
縦
書
き
・
内
容
も

特
集
や
全
国
の
棚
田
保
全
活
動

紹
介
、
コ
ラ
ム
な
ど
、
広
く
棚

田
と
そ
の
周
辺
情
報
を
採
り
上

げ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
現
在
の
形
へ
。
会
報
紙
と

い
う
よ
り
“
棚
田
の
広
報
誌
”

と
表
現
し
た
方
が
い
い
内
容
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
号
か
ら
プ
チ
・
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
し
た
。
フ
ォ
ト
エ
ッ

セ
イ
は
九
州
の
棚
田
を
テ
ー
マ

と
す
る
梅
野
秀
和
さ
ん
が
登
場
。

「
田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
た
ち
」

に
代
わ
り
「
田
ん
ぼ
に
も
入
る

絵
描
き
」
こ
と
酒
井
英
次
さ
ん

な
ど
の
コ
ラ
ム
。
俳
句
コ
ー
ナ
ー

も
新
設
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の

投
句
を
待
っ
て
ま
す
！
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［今月の表紙］法人会員・成川米穀さんの倉庫で出荷を待つ椹平の棚田米


